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●斉  唱 
 

ロータリーソング「我等の生業」 

 

●本日のお弁当 
 
 衣浦グランドホテル 
 

●本日のお客様 
 

 地区会員増強委員会 委員 木所壮太様（豊橋東ＲＣ） 

 刈谷ＲＣ 盛田高史君、永利謙介君、奥野櫻子君、加藤正則君、深谷嘉英君、二村寿泰君、 

      横山昌幸君、坂 茂君 

 西尾ＫＩＲＡＲＡＲＣ 秋山正純君、新海雄二君、鈴木経男君、高須 光君 

 半田ＲＣ 伊藤孝一郎君、古川一也君、森田耕治君 

 岡崎東ＲＣ 佐藤寿行君 

 
 
 

会 長 挨 拶  
 

皆さん、こんにちは。まずもって、先週の例会の中で 60 周

年実行委員会の長田豊治先輩には碧南RCの留学生に関する話

を紹介していただきました。私も全く知らなかったことなので、

心より感謝申し上げます。もちろん頭の中に入れて、今後会務

を遂行させていただきます。 

 さて、本日はどこかで誰かが見ていてくれるんだなという話をしたいと思います。甲子園

からは高校野球の熱戦が伝えられてきますが、先週、1 か月ぶりに知り合いの和食屋さんに行

くと、女将が「鈴木さん、どうしてたの？全然来てくれなくて。」と大歓迎されました。私は

夜の街でのこういった営業トークにはおかげさまでかなり慣れていますが、このお店の女将

さんとご主人からのこういう超歓待ぶりは初めてでした。女将は私が席に着く間もなく、ド

鈴木健三会長 



ヤ顔で新聞の切り抜き記事の拡大コピーを持ってきました。それは中日新聞の県内版で、そ

れも愛知県の高校野球予選の記事で、なんとその店の息子さんだけの記事でした。各試合の

結果記事の中のコラムに一生懸命に手を回してランナーを還した三塁コーチの日本福祉大付

属高校の永井光輝君三年生とありました。球場で観戦している新聞記者さんも大変だなと思

いました。この暑い中、試合中のピッチャーや野手、バッターはもちろん、三塁コーチの腕

の動きまで見ているんですね。そういえば、中日新聞は昨年も安城の知り合いのお嬢さんの

マネージャー奮闘記まで取り上げていました。 

 話を戻しますが、そこには女将が大いに自慢する話が二段抜きで確かにしっかり三年永井

光輝君の三塁コーチの役割、奮闘、活躍ぶりが書いてありました。後日、その店に選手たち

の父兄が集まった時に「2 回裏の 3 点目は三塁コーチの永井君が一生懸命に腕を回して入れ

てくれたんだよね。」と多くの人が言ってくれました。と嬉しそうに女将さんが教えてくれま

した。僕はこの「3 点目は三塁コーチの永井君が入れたんだよね。」という言葉の表現に野球

の凄さみたいなものを感じました。この話、野球に素人の僕でもなんか嬉しいですよね。そ

して、ひょっとしてひょっとしなくても我々ロータリークラブを外から見ている世間の皆さ

んは正しく特別な周年事業の時だけではなく、普段の我々ロータリアンの一挙一動を冷静に

見ているに違いないと思い、先週から僕なりにかなり気を引き締めて生きております。 

 本日はその気を引き締めた最初のお客様として地区会員増強委員会の木所壮太様をお迎え

致しました。木所様におかれましては、この暑さの中、碧南に着いて今は気が緩んで他では

話せないような地区ロータリーの内緒の話までうっかり話をしてくれるような気がしており

ます。一言も聞き漏らさないようにして碧南の会員増強の鑑にしたいと思っております。 

 本日はよろしくお願い致します。 
 

  幹 事 報 告  
 

 幹事報告をさせて頂きます。 

・ 第 2 回理事会を 8 月 1 日に開催致しました。内容は幹事報

告書の通りです。 

・ 次週は定款第 8 条第 1 節 C により休会になりますので、お

間違いの無いようにお願い致します。尚、8 月 22 日が次回

の例会となりますので、よろしくお願い致します。 

・ 本日、新入会員オリエンテーションを 16 時 30 分より碧南商工会議所で行いますので、よ

ろしくお願い致します。 
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※十週連続出席率 100％の場合は記念品を差し上げます。 

  委 員 会 報 告  
 

＜出席奨励委員会＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ニコボックス委員会＞ 

地区会員増強委員会 木所壮太様（豊橋東ＲＣ） 

本日、卓話を担当させて頂きます。宜しくお願い致します。 

木村 徳雄君  本日、新入会員オリエンテーションの講師をさせていただきます。会長の

時は出席しましたが、その時以外はすべて欠席しましたので、新人の皆様、

質問はしないでください。 

新美 雅浩君  本日の新入会員オリエンテーションと懇親会、宜しくお願い申しあげます。 

 
 

ク ラ ブ フ ォ ー ラ ム  
 

「会員増強の実践」 

地区会員増強委員会 委員 木所壮太様 

 

 皆さん、こんにちは。地区の会員増強委員会の委員をさせて

いただいております豊橋東 RC の木所壮太と申します。どうぞ

よろしくお願い致します。 

 碧南 RC さんから卓話の依頼をいただけた訳で、恐らくなんですが 20 年ぶりぐらいに碧南

の地に来させていただく機会を得ることができました。当時はいわゆる青年会議所という団

体に入っていた頃なんですが、碧南の方が青年会議所の愛知県の代表で、ロータリーでいう

とガバナーみたいなそういったものをされておりました。その時以来の碧南ということで、

大変貴重な機会をいただきましてありがとうございます。 

 それでは、まずは RI のテーマは皆さんご存知だと思いますが、RI 会長の本年度の目標を

ここに書かせていただいております。その中で優先項目というのを 11 挙げておられます。そ

の内の上位 4 つがここにあるのですが、その中でも特に 2 番の「クラブの会員数を増やす」、

4 番の「女性会員、40 歳未満の会員の増強に力を入れる」というのが今年度の RI の目標とな

っております。 

 続きまして、RI 第 2760 地区の本年度の活動方針の所になります。本年度のガバナーであ

る豊橋 RC の村井ガバナーから活動内容ということで掲げられている部分に「会員増強」が

ございます。会員増強を行いましょう、共に活動する仲間を増やしましょう、特に女性会員

 総会員数 72 名 (内出席免除者 19 名の内出席者 11 名) 出席者 55 名 

 出席対象者 55／64 名   出 席 率    85.94％ 

 欠席者 17 名(病欠者 0 名)   前々回修正出席率 100％ 

木所壮太様 



や若い会員の増強を図りましょう、というような形で当 2760 地区の会員増強の重点項目があ

り、その中でも特に女性会員や若い会員の増強が活動内容の重点になっております。 

 続きまして、クラブの会員増強委員会の役割という部分についてですが、クラブの会長の

思いをクラブの全ての会員の方にご理解いただけるよう、浸透させていくことがクラブの会

員増強委員会の役割であるとクラブ会員増強委員会の手引きに書かれております。本年度の 4

月に地区研修協議会がございました。碧南 RC さんの会員増強委員長さんにもご出席をいた

だいているかと思いますが、地区の澤田会員増強委員長がご挨拶をされた訳なんですが、「ク

ラブの会員増強委員会の役割は会員増強を実施する訳ではございません。全会員一人一人に

関与する責務があることをクラブの中に浸透させていただくことです。」というお話をされま

した。 

 若い職業人はクラブに新しいアイデアと活力をもたらします。今、ボランティアをする場

所を求める若者から RI への問い合わせが後を絶たない状況があるそうです。若い世代を理解

し、社会を担う若い職業人を是非迎え入れていきたいと思います。 

 最後になりますが、本年度のガバナー月信の 8 月号の中に地区の会員増強委員長から 1 枚

投稿をさせていただいております。その中にはロータリー賞への挑戦ということが書かれて

おります。会員 1 名純増、あるいは会員維持ポイント 1 ポイントアップ、会員維持率 90%以

上を維持、あるいは女性会員 1 名純増達成、その他の項目を含め 3 項目を達成することによ

って RI からロータリー賞をいただくことができます。是非、トライしていただけたらと思い

ます。 

 ８月の会員増強月間を契機に会員増強目標を立てていただき、会長・幹事・会員増強委員

長さんが率先される中、クラブの全会員で取り組んでいただくことがとても大切でございま

す。地区の会員増強委員会も様々な形でサポートをさせていただきたいと思っております。

本年度が碧南 RC さんにとって記念すべき創立 60 周年になりますことを、そして、更なる

60 年も夢があり活気あるクラブであり続けられるよう貴クラブの益々のご発展を心よりご祈

念申し上げまして卓話を終わらせていただきます。 

 どうもありがとうございました。 

 

次回例会案内 
 

平成３０年８月２９日（水） 

卓話「自分の気持ちを上手に伝える方法 ～アンガーマネジメント～」 

合同会社Ｗｉｎ 代表 藤原直子氏 


